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1．はじめに 

愛知県を含む東海地方は、東海・東南海地震などによる

広域で甚大な被害の発生が懸念されている。地震被害を可

能な限り軽減するためには、災害が発生する前に各々が可

能な限りの対策を行う必要がある。その際に、地震発生後

に各個人がどのように行動するのかを事前に把握し、その

問題点を把握することは、地震防災課題の抽出につながる。

そして、改善方法を住民に示すことによって、地震防災力

の向上に貢献することができる。 
そこで本論では、目黒１）により考案された、地震発生後

の個人行動を時系列に沿って分析することができる「目黒

巻」を活用し、防災課題の抽出と分析を行った。次にその

結果に基づいて、愛知県内を対象として地震発生時に重要

となる各種要素をGISを用いて分析し、各市区町村の地震対

応能力を評価した。 
2．目黒巻を用いた地震時における重要要素の抽出 

地震時の被害を最小限に抑え、早期の復旧・復興を実現

するためには、問題を構成する「ヒト」「コト」「モノ」「カ

ネ」が上手く機能している必要がある。本論では、地震防

災上、重要要素をその 4 つに分類する。地震対策における

分類の一例を図 1に示す。ここで用いる目黒巻とは、地震発

生直後から１か月程度後まで、各自の状況や行動を予測し

て記入することができ１）、これを記入することにより各自

が防災上の弱点を認識することを目的としている。 以下で

は、この分類に基づいて目黒巻で得られた結果の分析を行

う。 

本論では、年齢・性別・職業などが異なる 23 名に目黒巻 

 
の記入を依頼し、分析対象とした。記入例を図 2 に示す。 
ここから地震発生後の人間の行動、心理について時系列に

分析を行った。結果として得られた各時間の行動や被害、

心理の特徴を表１に、それらをさらに分析した結果を表 2
に示す。 
 目黒巻の分析から得られた結果の一例を「ヒト」「コト」

「モノ」「カネ」毎に述べる。「ヒト」に関しては、災害時

の活用できる対応人員の制約を認識していない。例えば、

怪我を負ったとき、救急隊員が助けてくれ、また病院に行

けば医者に診察してもらえると想定している人が多い。「コ

ト」に関しては連絡手段として電話を利用するという人が

いる。「モノ」に関しては家具が転倒し、ガラスが飛散する

と想定している人が多い。しかし、その対策については考

えていない。「カネ」に関しては、耐震化費用、地震保険や

建物建て替え費用について言及している表現が少ない。 
3．GIS を用いた愛知県地震対応能力の評価 
 目黒巻による地震時の想定行動と愛知県の地震対応能力

の現状とを比較するために、GIS を用いて地震対応能力の

評価を行った。愛知県各市区町村における東海・東南海地

震連動時の被害予測結果を用いて、重篤者・重傷者受入倍

率、都市ガス供給停止率等の数値を図３に示す。渥美半島

では電力、電話機能に大きな被害が発生することがわかる。

その中でも特に豊橋市では医療対応能力、火災対応能力、

都市ガス対応能力、電話対応能力、電力対応能力のどれも

が低いことがわかる。現状の地震対応能力では今後発生が

懸念される巨大地震には対応が困難である。多くの人が想

定する被災時の個人の行動に反して、被害軽減のための備

えをしないと、地震後の対応が困難であることが分かる。 
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4．地震防災課題の抽出 

目黒巻記入者の想定行動と、愛知県の地震対応能力との

隔たりを考えることで、「ヒト」「コト」「モノ」「カネ」毎

に地震防災課題の抽出を行った。 
・「ヒト」：自分の命は自分で守る。 
医療については医療施設数、医師数に限りがあり、大怪

我を負ったとしてもすぐに診察してもらえるとは限らない。

誰かに助けてもらえなければ、自分の身は自分で守るしか

ない。そして、家族、近所の人との協働性、または、ボラ

ンティアの援助が被災時にはとても大きな役割を担う。 

表 1 各時間の行動や被害、心理の特徴
時間軸 行動　被害　心理の特徴
地震発生～１分後 何が起こったか把握できない、呆然自失
５分後 行動開始に向けて周囲の状況を把握しようとする
１０分後 具体的な行動を取り始める
数十分～１時間後 深刻な被害に直面し、救助活動に移る
数時間後 人によって自分のなすべきことをに手を付け始める
翌日 社会の対応策
２、３日後 地震後の処理　片付け
１週間後～ 復旧復興　自分の社会における役割

・「コト」：耐震化、家具固定の推進。 
 地震防災の基本である耐震化、家具固定をすることで、

地震発生時に圧死することがなく、その後の被災生活では、

図 2 目黒巻記入例



何とか生き延びることは可能である。事前に家族会議を開

き、耐震化、家具固定について話し合うべきである。また、

企業においては、BCP 事業継続計画を立て、常に地震防災

力を維持していなければならない。 
・「モノ」：現状では足りないものばかりである。 
医療設備、都市ガス設備、消防ポンプ自動車、電話設備、

電力設備のどれも十分足りているわけではない。電話は使

えない可能性が高いので、通信手段として災害用伝言ダイ

ヤルを使えるように練習しておく必要がある。 
・「カネ」：地震対策にお金をかける。 
耐震化、家具固定に対してお金をかけることで被害を最

小限に抑えられる。被害を受けて発災後に必要となるお金

に比べ備えのためのお金がはるかに少ないことを伝える必

要がある。 
5．防災啓発活動 

 前項に述べた地震防災課題を解決するために、防災啓発

活動に取り組んだ。本論で抽出した地震防災課題を解決す

るには、市民の目線に立ち、一人一人と直接交流し、働き

かけることで、防災啓発を推進すれば、課題解決は可能で

ある。例えば、「防災フェスタ 2008 in みどり」では、防災

啓発道具「ぶるる」を用いて、誰にでもわかり易いように

耐震化、家具固定の重要性について説明した。また自主的

に参加した災害ボランティア体験では帰宅困難者体験がで

きた。ここでは、一人でひたすら歩くことはとても困難で

あり、被災時には人と人との交流がとても重要であると実

感できた。これらの活動を通して、情報提供の在り方を考

えるとともに、この種の実践活動を組み合わせることで住

民の防災行動を誘導することが必要であると実感した。 
6．まとめ 

本論では、目黒巻を用いた地震時における地震時におけ

る個人の想定行動を基に、防災上の重要要素を抽出し、「ヒ

ト」「コト」「モノ」「カネ」に分類した。そして、重要要素

を愛知県各市区町村における地震対応能力と照らし合わせ

ることによって、個人の想定行動と現実との隔たりを地震

防災課題として抽出した。本論で評価した地震対応能力は

極一部でしかない。さらなる評価が今後の課題である。 
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表 2 目黒巻の分析結果
耐震化率 立地地盤 建築規模
自宅　学校　工場　事務所　店舗 軟弱地盤→強振動　液状化現象 超高層建築
家具固定　もの固定の割合　軒数 ガラス飛散防止 工場　集客施設 安全確保 電車
家　学校　店　事務所 緊急時対応マニュアル　防災訓練の整備校内放送 脱線
地震対応能力 どこで、誰が、どんなケガまたは死亡するか 一時避難所 状況確認 一時避難開始
企業、団体としての災害対応が機能するか 駐車場、運動場、広場 緊急放送 運動場　駐車場

敷地面積、場所、距離
避難に関わる要素 学校 小中学校　 状況確認 家屋倒壊
避難経路の安全性 生徒数 一次避難完了 近所 古い木造
避難訓練の有無、内容、質 規模 運動場
避難させる対象
お年寄り 災害弱者の分布（人口構成） 昼夜間人口
若者
安否確認 余震 小中学校 公共交通機関 室内安全性
周囲との安否確認 余震による被害拡大 保護者への引き渡し 帰宅困難者 ガラス飛散
遠方との安否確認ー連絡手段 避難所安全確認
携帯電話の使用可能性　Ｅメール→災害時伝言ダイヤ
ル

被害状況確認

状況確認 けがの処置　応急処置 避難所開設 避難誘導
何をするか、どうするか 医療機関　救急車が機能しているとは限らない 小中学校 住民避難

生徒もいる 安否確認連絡手段
一時避難所 避難訓練の実施 怪我人 道路安全性 電柱
安全な場所へ避難 応急処置 ブロック塀倒壊 電線
学校 けがの治療 小中学校 病院

避難所と生徒
医師数 病床数 受け入れ可能人数に限界→トリ
アージ

引き渡し 怪我人の手当て

帰宅困難者 飲料水、食料の配給 救援　救護 防災倉庫
千葉県幕張から神奈川県海老名まで、約９０ｋｍ 緊急物資放出
出社できる場合は出社 散らかったものの掃除 打合せ ライフライン 情報収集
出社できない場合は自宅からＰＣによる通信 ボランティア 電気ガス水道停止 携帯ラジオ
ライフラインの復旧 配給 精神状態 近況報告 仕事
電気→発電機 水　食料 不安 情報交換 自宅待機状態
ガス→ガスコンロ 健康状態
水道→給水車
復旧 避難所　小中学校 建築物の建て替え 心のケア 公共交通機関
仮設住宅→復興住宅 縮小→閉鎖→平常化 学校、店舗、企業の再開→ＢＣＰ 生徒 一部復旧
供給力　どれだけ需要があり、どれだけ供給できるか 自宅でＰＣによる仕事の続行 カウンセリング
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図３ 愛知県市区町村別地震対応能力 
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